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研究成果の概要（図・グラフは使用しないこと） 

  

 本研究は、グローバル化や地域統合化の中で、急速な社会経済的発展に伴い、著しい社会文化変動を経験

するヴェトナムを中心としたインドシナ地域を事例として、複合的な人の移動現象とそれがもたらす「文化」

構築過程の動態の解明を試みようとしたものであり、2010 年９月から 2011 年９月までの１年間にわたるも

のとして計画された。 

 2010年度は全研究計画日程の前半に相当し、特に各種資料収集、文献調査を通して研究の基層となる研究

対象地域をめぐる時間軸および空間軸に照らした人の移動現象の多様性とその動態の基本動向の把握に努め

た。また、本研究のキーワードである「人の移動」「文化」「観光」「都市」「植民地主義」に関わる諸課題、

研究対象地域に関してハノイおよびパリで開催された各種の国際会議、ワークショップ、講演会等に参加し、

多くの知見を獲得すると共に、関係研究者との議論を通して本研究が扱う諸課題の検討を行った。 

 さらに上記作業と平行して、本研究で人の移動の複合性と「文化」構築の動態を解明する際の切り口とし

て重視する「観光」「都市」「植民地主義」のテーマを総合的に観察可能な現象として植民地遺産の観光資源

化に着目し、ヴェトナム、ラオスにおいて現地調査を実施した。 

 これらの研究作業を通して以下の諸点が明らかとなった。 

１） 人の移動と文化との関係をめぐっては、人の移動が単純に文化の移動と変化を促すというよりも、む

しろ、人の移動現象によって生み出される多様な社会関係のありかたに応じて、「文化」が構築される

多様な場面が出現し、その各々の場面に関与する多様なアクター間の政治的相互作用の過程として現

象を理解、分析することが文化の動態的解明には有効である。 

２） 人の移動の結節としての都市は、したがって「文化」構築の場面の多様性という点において大きな特  

徴を有する。そして、都市における「文化」構築の場面の多様性は、結果として都市に文化的重層性

をもたらすことになる。ただし、個々の社会的場面において重層化した都市文化のどの層が掘り起こ

され、「文化」としてとらえられるかは状況によって多様に異なる。また、それら複数の「文化」をめ

ぐる言説間でさまざまな葛藤や論争も展開する。 
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研究成果の概要（つづき） 

 

３） このような多様な社会的場面における「文化」構築の状況を観察、分析する対象として「文化遺産」を

めぐる言説に着目することは、問題を具体的に考察する上で一定の有効をもつ。「文化遺産」をめぐって

は、それを「遺産」とする担い手の立場性が重要性をもつとともに、文化政策や観光など社会の多様な

場面において複数の公的な言説が生産され、それらが流通、消費（受容と反発を含む）されている。こ

れらを具体的かつ詳細に観察することによって「文化」構築の動態という課題により具体的に接近する

ことが可能となる。 

４） 本研究で事例としているヴェトナムを中心としたインドシナ地域における「文化」および「文化遺産」

を考える上で、同地域の植民地化の経験は、重要な問題群を構成する。同地域の植民地化に伴う人の移

動は、植民地としてのインドシナ地域、宗主国としてのフランス双方において多くのインドシナ地域を

めぐる「文化」言説を生み出すこととなった。とりわけ、植民地状況下に整備された「文化」をめぐる

諸制度は、文化を「文化」として枠付け、評価する機能を果たすとともに、そこで構築された「文化」

の枠組みは、脱植民地化後の同地域の「文化」言説のありかたにも多大な影響を与えた。特に同地域に

おいて「文化遺産」の問題を考察する上で、植民地体制下に設立されたフランス極東学院（EFEO）の活

動に着目する必要がある。 

５） インドシナ地域の植民地化の経験は、脱植民地化後の同地域において「植民地遺産」というもうひとつ  

の文化遺産をめぐる重要な「文化」言説を生み出すこととなった。特に今日加速化するインドシナ地域

をめぐる観光に伴う人の移動現象において「植民地遺産」の観光資源化は、ひとつの重要な課題をなし

ており、インドシナ地域の各地で展開する観光開発における「植民地遺産」の扱いは、現代の同地域を

めぐる重要な「文化」構築の動態的過程としてとらえられる。 

 なお、冒頭に触れたように本研究は未だ途上にあり、2011年度に継続される研究によってさらなる課題の

追究を行っていく。 
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